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トーラス型非中性プラズマトラップProto-RTでは，トロイダル磁気シヤー配位におけ
る非中性プラズマ閉じ込め方法の確立を目指した研究が行われている．磁気シヤー
配位を形成するために，Proto-RTは内部導体を含む比較的複雑な装置構成を有して
おり，プラズマの平衡解析を行なう上ではこうした特徴を考慮する必要がある． 
 内部導体を持つ非中性トーラス装置の一つの特徴として，鏡像電荷による大きな影
響が上げられる．プラズマ内部に位置する導体上の鏡像電荷が作り出すポテンシャル
は，荷電粒子が感じる電場を実効的に抑制するように働き，これによりプラズマの
種々の特性を改善できる可能性がある．図は，内部導体に印加する静電ポテンシャ
ルの変化に応じた電場の抑制効果の計算結果である．内部導体にプラズマと逆符号
の適切な電位を印加した場合，鏡像電荷分を含めた正味のポテンシャルが，空間電
荷のみによるポテンシャルの約 10分の 1まで下がる事を示している． 
また同様の数値計算から，導体への電位印加によりプラズマと鏡像電荷の分布に
変化を与え，平衡の形状や位置を制御できるという結果が得られている．トロイダル磁
気シヤー配位において，より望ましい状態のプラズマを生成する上でも，こうした印加
電位による外部電場の効果は重要な役割を果たすと考えられる． 
このような観点から，内部導体と中心軸胴体上に設置するプラズマ制御用電極の
設計を，エミッシブプローブアレイによる電位分布測定と合わせて進めている． 
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図 導体への電圧印加による 
図 プラズマ中の電位の変化 

印加電圧φa，全体のポテンシャルの

ピーク値φt は，いずれも空間電荷によ

る電位のピーク値φsにより規格化． 

中心軸導体の電位は，真空容器に

対して約φa/10φaで固定．  

 


